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中央本部は１０月２７日に「２０２０年度年末手当第２回交渉」を行ないました。 

 

・上半期の鉄道事業は新型コロナウィルスによる景気の低迷、台風１０号等の影

響を受け、積み合せ貨物・エコ関連物資を除く全ての品目で計画を下回り、緊

急事態宣言に伴う外出自粛の影響で輸送量が減少し、コンテナ・車扱の合計は

対計画９７.８％となった。 

・運賃改定の効果は今年度もあり１～２％のプラス要素はある。 

・関連事業全体もコロナウィルスの影響を受け減収となっている。新規案件の 

拡大や既存物件の賃料維持をはかり計画達成にむけ取り組んでいく。 

 

 

 

・秋冬繁忙期を含めて会社は１０月期改訂計画は右肩上がりを計画している。 

職場で働く青年部員はコロナウィルス感染の不安もあるなかでも公私にわたり

感染防止につとめながら日々の業務に汗を流してきた。 

会社はこの間の努力に報いるため誠意ある回答を示すべきだ!! 

 

 

 


